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背景と目的
• メタアナリシスは過去に行われた試験の結果を統合し, 治療効果を評価する手法である. 
• 試験による治療効果の違い（異質性）を考慮するため, 変量効果モデルが頻用されている. 
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• 本発表では, 𝑛 = 7, 𝜏2 = 0.1である条件のデータの結果を示す. 
結果と考察








• 異質性が小さい, または試験数が少ない場合, ベイズ流の手法による予測区間を使用する
ことは適切でないことが示唆された. 
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事例への適用
• 2種類のメタアナリシスの事例に対して, 各手法の95%予測区間を算出した. 
• 既存の手法として, HTS法に加え, 制限付き最尤推定法による𝜏2の推定量を反映したHTS-
HK法, HTS-SJ法を使用した. 



























図3 予測区間の被覆確率および期待区間幅（𝜏2 = 0.1）
図4 事例に適用した各手法の予測区間
(a) Salvo et al. (2016); 𝑛 = 10, Ƹ𝜏𝐷𝐿
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図1 試験間分散パラメータの無情報事前分布
